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不況下でも社員を守り続けてきた
日本の中小企業
司会（迫田）　まず野田大臣のほうから、今回、
社長との対談を希望されたきっかけについてお話
しいただければと思います。
野田（財務大臣）　財務省で『法人企業統計調査』
というのをずっとやっているんです。その中で、
大変興味深い統計だなと思ったのが、大企業と中
小企業それぞれの役員報酬と従業員の給与総額の
推移でした。ちょうど2000年から2008年まで
の傾向が出ていたのですが、それを見ると、大き
な企業は役員報酬が上がっているんです。だけ
ど、働いている人たちの給与総額は下がっている
んですね。これはおそらく、中国などのライバル
企業に勝って国際競争力をつけなくてはいけない
から、人件費を抑制して非正規雇用を増やしたと
いった要因があるのでしょう。しかし中小企業は
逆なんですよ。中小企業で働いている人たちの給
与はほぼ横ばいか微増になっていて、一方で役員
給与が下がってきている。中小零細企業では、従
業員の皆さんの暮らしを守るために役員の皆さん
が身を削っているところが多いということでしょ
う。そういった実情が統計にもろに出ているなと
思いました。
　そんな統計を見ていたときに、あのバンクーバ
ー冬季オリンピックで、スピードスケートのチー
ムパシュートでの日本選手の活躍ぶりを拝見した
のです。
　スケート部というのは、今までは大手の企業が
抱えていたではないですか。ところがあの銀メダ
リスト3人のうち2人の女性がダイチという会社
のスケート部所属で、その会社では社長を含めて
御自身の給料をカットしながら、従業員の給料を
減らしたくないという思いでスケート部を続けて
こられたのだということを、報道等で知りました。
　ちょうど先ほどの統計を見ていたころだったも
のですから、まさにこういう素晴らしい中小企業
があるんだなと。従業員の暮らしを守るだけでは
なくて、スポーツの振興も含めて、中小企業の志

が今日本を支えているなということに大変感動し
ました。それで、ぜひ対談したいと申し上げたの
でした。
田中　そうですか。ありがとうございます。
司会　あの辺はやはり社長の思いが反映された
ものなのでしょうね。
田中　新聞とかテレビなどでよく取り上げてい
ただいたのですけど、じつは我々自身は「会長・
社長の給料を削ってスケート部を維持した」とい
う意識は全くないんですよ。ただ単純に会社が赤
字になったから、削るべきところはどこか？とい
う話になって、「スケート部ではなくてまず役員
の給料を削りましょう」となっただけなんです。
スケートを金勘定で考えたことは全くなかったで
すし、だから続けてこられたのかなという感じが
ありますね。
野田　従業員の給料は下げたくないという、そ
の思いが根底にあったんですね。
田中　それはもう絶対下げたくなかったです。
従業員の給料を下げる前に何かすることはないか
と会長──うちのおやじですが──と話して、「ま
ず手をつけるのはこっちだろ」と。
司会　結果的にそれがオリンピックの好結果に
つながったということにはなりますよね。相当な
反響はありましたか。
田中　ありました。2〜 3日、当社のホームペ
ージがアクセス不能になってパンクしました。あ
んなことは初めてでした。あとはお祝いのメール
ですね。「本当に感動をありがとう」といったメ
ールが1日500通ぐらいは来ました。中には、「何
か協力をしたい」「寄附をしたい」「口座を開設し
て教えてくれ」というのもあったんですよ。その
メールを見た次の日に、私は知り合いの新聞記者
に、「『ダイチは一切そういうことはしませんから
注意してください』というのをちょっと新聞に書
いてくれ」とお願いしました。振り込め詐欺では
ないですけど、そういうトラブルも心配して対応
しました。それから500通ぐらい頂いたメール
にはすべてお礼の返信をいたしました。
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野田　最後の決勝は、本当に僅差でしたからね。
緊張して見ていました。
田中　私は富山で見ていたんですけど、現地に
行っていた会長、あと社員も何人か行っていまし
たので、ゴールした瞬間は勝ったと思ってみんな
万歳したらしいですね。
野田　そうですよね。最後の半周まで勝ってい
ましたものね。
田中　あの秒差はまず普通だったら縮まらない
んですが、そこがドイツの強いところなんでしょ
うね。でも3人とも本当によくやったと思います。
　日本では準決勝に勝ったときに「金か銀かはも
う決定」みたいな報道がなされていましたが、あ
れは実は違うんですよ。例えば決勝戦で、コーナ
ーにあるポイントを飛ばしたりしただけでもう、
メダルの権利もタイムもなしで失格なんです。だ
から現地にいた監督は、勝ち負けよりも「とにか
く無事に滑ってくれ」という思いが強かったみた
いです。
野田　決勝に行っていても、失格になる可能性
もあるんですか。それは緊張感がありますね。
田中　そうですね。見ているスタッフ達ももの
すごい緊張感があったみたいです。
野田　あの試合での活躍を通じてパシュートと
いう競技があることを知りました。貴重なメダル
をとって国民に感動を与えたという、この貢献は
とても大きいと思いますよ。しかも、それを従業
員規模40人ぐらいという企業が支えていたとい
うお話にも驚きましたし感動しました。
田中　ありがとうございます。
野田　我々も中小企業対策等々をこれから一生
懸命やっていかなくてはいけないと思っています
が、今回のお話で、やはり日本は働く人々の暮
らしのみならず、スポーツも含めて、中小企業が
支えているんだなということを改めて痛感しまし
た。本当に夢をもらったという気がいたします。
でも余りお仕事には影響はなかったんですか。
田中　公共事業の仕事が大半ですので、受注に
つながることはほとんどないです。ただ、若干民

間企業の方から、「ちょっと仕事してくれないか」
という引き合いは何件かありました。そういう声
をかけていただくだけでもすごくありがたいで
す。

「スポーツを通じた地域貢献」を
目指したのがスケート部創設のきっかけ
司会　もともと会社の社業とスケート部という
のは何か御縁があったのですか。
田中　それは全くなかったです。
司会　では、お仕事以外で何かきっかけがあっ
たということですか。
田中　そうですね、2000年に「とやま国体」
があったのですが、その開催に向けて、ある方か
ら冬季部門のスピードスケートの強化を手伝って
もらえないかというお話をいただいたのがきっか
けです。また、それとは別の機会に会長がある方
から「おまえの会社は公共事業が中心。いわば人々
の税金を使って商売をしているんだから、その恩
返しをしなさい」ということを言われたのですね。
そこで地域貢献ということもあって、「それじゃ
あ、スケートをやってみようか」ということで始
めたんです。1994年のことですから、スケート
部を始めて16年目ですね。
司会　それが地域貢献を大きく超えて、国民全
体に夢を与えるというところまで来たということ
ですね。
野田　大手企業のスケート部の場合だと、普通
はやはり選手が一つの広告塔みたいな感じになっ
て、それで企業のイメージをよくしていくという
感じがありますよね。だから、お仕事に直接的な
プラスの影響がなくても、それでも支えていくと
いうのは素晴らしいですね。
田中　仕事にとってのプラスマイナスを考えて
いたら、多分やっていなかったと思いますね。売
り上げを伸ばすためにスケートを広告として使う
といった感覚がなかったからこそ、こんな厳しい
時代になっても何とか続けてこられたのかなと。
先ほども言いましたけど、やはりスケート部は社
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員なんですよ。赤字になって社員の首を切るぐら
いだったら、ほかに何かやるべきことはないかと
会長と相談して、続けてきたのがやはりよかった。
　今回メダルをとることができたわけですけど、
もともとはそんなに大がかりなものではなくて、
「国体で優勝したい」というのが最初でした。そ
れで一度、選手が国体で優勝してくれました。そ
うしたら会長がだんだんスピードスケートにはま
っていきました。当社のスケート部だけでなく、
やはりいろいろな会場に行って若い選手たちと会
う機会が多いものですから、彼らのひたむきさに
触れることができましたし、スケートに打ち込み
たいけれど十分な環境がない——といった厳しい
現実も見てきました。
　それでたまたま田畑（真紀選手）が富士急をや
めて、今当社にいる羽田という監督と2人で自分
たちの貯金を切り詰めて、1年間どこにも所属せ
ずにやっていると知ったのですよ。富山のスケー
ト関係者から「田畑さんが苦しんでいます」と。
あんなに強い選手が苦しんでいるのは放っておけ
ませんから、会長と会って、「うちの会社は富士
急さんのように贅沢はさせてやれない。それでも
いいんだったら来るか？」といって田畑と監督を
引き取ったんですよね。それが田畑との出会いで
した。
　田畑は今回メダルをとりましたし、年齢的にも
引退のいい機会なんですよ。だけど田畑は「引退
するつもりはありません。まだまだ引退のイメー
ジがわきません」と言うんですよね。それで「ス
ケートをやめたら故郷の北海道に帰るか？」と言
ったら、「いや、帰りません。一番苦しい時に私
を拾ってくれたのは富山のダイチです。私はスケ
ートをやめてもここで働きます」と言ってくれた
んですよね。すごくうれしかったです。
野田　それは固い絆ですね。
田中　最近はあまり流行らないですけど、義理
人情というか、そういうものはありますね。
野田　今回メダル獲得ということもあって、や
はり社員の皆さんの一体感みたいなものも深まっ

たのではないですか。
田中　そうですね。もう本当に深まりました。
バンクーバーオリンピックの試合放映は早朝でし
たよね。みんなで会社の会議室に集まってテレビ
の前で応援しました。あのオリンピックの期間、
社員みんなが一つのものに熱くなれる機会を、選
手たちは与えてくれた。だから選手たちに本当に
感謝していますね。メダルをとった以上に、そう
いう機会を与えてくれたことに。

小さな会社だからこそ支えられた
「メダル獲得」の偉業
司会　お話を伺っていますと、中小企業ならで
はのよさというか、経営者の考え方が隅々まで行
き渡るし、先ほどおっしゃった一体感のようなも
のがぱっと醸成されるといった、中小企業ならで
はの強みがこういうところでも発揮されている気
がしますね。
田中　マスコミの人にも「小さい会社なのによ
くできますね」と言われたんですよ。そうではな
くて、「おれたちみたいに小さい会社だからでき
たんだ」と。大きな会社だと、例えば株主総会で「利
益が上がらないのに何でスケートなんかやってい
るんだ」とか言われてしまうでしょう。こういう
時代になればなおさらですね。我々のような小さ
い会社で、社長・会長の采配一つで何とでもなる
ようなところだからこそ、続けてこられたのでは
ないかと。
野田　今、3人の部員になるわけですか。
田中　そうです。4月に1人入りましたので、3
人になりました。それで監督が1人いますので、
スケート部としては今、4人です。
野田　従業員40人規模の会社で、4人のスケー
ト部を抱えてらっしゃるというのは…。
田中　そうですね。だから社員には、「スケート
部は特別な存在ではないよ」といつも言っていま
す。ダイチという会社に、たまたまスケートのう
まいやつが2〜 3人いたと。それが通常の仕事の
かわりにスケートをやっているだけだと。だから
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別に特別扱いする必要もないと。
　口で言ってもなかなかわから
ないものですから、社員全部と
スケート部とで飲み会をしてい
ます。飲むのが一番ですね、分
かち合うためには。選手と監督、
社員全部集めて、年に3回か4
回は必ず飲みます。
　ふだんから不満に思っている
人間もやはりいるわけですよ。
そいつはそいつで酔っぱらった
勢いで言うんですよね。また、
監督は監督で「スケート部はこ
うなんだよ」とちゃんと語って
くれるんです。それでまたうま
くいったりして。本当に飲み会
というのは最高ですね。そうい
うふうに、「スケート部は特別
な存在ではないんだよ」という
ことをなるべく伝えるようには
しています。
　やはり社員たちの理解ですよ
ね。それがなかったらできない
と思います。「会長・社長が給
料を下げて…」というのがマス
コミにクローズアップされて、それでメダルをと
ったではないですか。そうしたら、その話を聞い
て「会長と社長の給料だけじゃなくて、僕らの給
料も下げてください」と言ってきた社員が2〜 3
人いました。このときは涙が出るほど感動しまし
たね。「よかったな。こんなことを言ってくれる
社員がいるんだな」と。
野田　会社としては志が固まって、きずなが深
まって、という感じでしょうね。数字には出てこ
ないかもしれませんが、会社としては大きな成果
があったということだと思いますね。
田中　それは本当に思います。
野田　田畑さんも現役を続行されて、穂積（雅
子選手）さんもいらっしゃる。ということは4年

後のソチオリンピックもまた…。
田中　はい。ソチ大会も頑張ります。今年1月
から新しく高校を卒業したばかりの女子選手がま
た1人入りました。メダルをとりましたから、次
の夢は、ぜいたくですけど当社の社員が3人、パ
シュートに出てくれればいいかなと願っています。
野田　大変すばらしい…。
田中　いや、とんでもないです。
野田　今度はぜひ、よりいい色のメダルを獲得
されることを期待していますので。
田中　なかなか難しいと思いますけど、頑張り
ます。
野田　社長は、今回はお留守番でテレビで応援
していましたよね。
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田中　はい、お留守番です。
野田　ぜひ今度次は社員の皆さんと応援に行か
れたらどうかなと。
田中　だめですね。まだまだ元気なのが1人い
ますから。それがあるから生きているようなもの
ですから。じつは前回のトリノオリンピックが終
わったときには、「バンクーバーはおまえが行け」
ということを言ったんですよ。それが去年の夏
ぐらいですかね。「バンクーバーに行っていいの
か？」と言ったら、「ばかやろう。おれはまだま
だ元気じゃないか。おまえは留守番だ」と言われ
て。今回もバンクーバーが終わってすぐにおやじ
に話をしました。「ソチはどうする？」と。そし
たら、「おれが行くに決まっているだろう。おま

えは留守番だ」と言われました。
でもおやじが元気というのはう
れしいですね。
野田　国民にも夢を与えまし
たけど、会長自身の夢なんです
かね。
田中　そうですね。すごくよ
かったと思います。
野田　我々もそういう頑張っ
ている中小企業にこれからもエ
ールを送っていかなければいけ
ないですね。まさに日本の企業
の99％は中小企業ですし、働
いている方の7割は中小企業が
支えているのですから。この中
小企業が元気になることが、や
はり元気な日本をつくることに
つながると思います。
　中小企業の皆さんは、従業員
の暮らしを支えているのはもち
ろん、スポーツ支援などを通じ
てさまざまな社会的な貢献をし
ていただいていると思います。
ただ、いざなぎ景気を超えた戦
後最長の景気と言いながら、大

きな企業は収益を上げましたが、残念ながら中小
企業とか家計にはその恩恵が届かなかったと思い
ます。これからは、子ども手当や高校の無償化の
ような国からの直接的な生活支援などに、お金の
使い方を変えようと努力しています。中小企業が
負担していた部分を、少しでも手助けできればい
いなという気持ちで。
　平成22年度の予算では、中小企業対策費は
1,911億円でした。平成13年までは1,900億円
台で、その後は大体1,600億円台〜 1,800億円
台に落ちたのですが、その水準まで戻すなど、限
られた財源で、そういう工夫をしながら中小企業
の皆さんに大いに頑張っていただく環境をつくっ
ていきたいと思います。
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田中　はい。ぜひお願いします。

これからの景気対策と財政運営
野田　ちょうど本日、内閣府で経済の見通しを
発表しました。今まで政府が実質ＧＤＰの成長率
を1.4％だとしていたのを上方修正し、2.6％と
しました。この景気回復の流れを着実にしていく
とともに、去年の暮れに鳩山前政権がデフレ宣言
をしていますので、日銀と一体となって少しでも
早くデフレから脱却することが重要です。この目
標を早急に実現すべく努力をおりまして、そのた
めにも、働く人たちの不安をなくして、バンバン
と働いていただける環境を早くつくっていきたい
と考えています。
田中　それは本当にお願いします。
野田　その一環として新成長戦略というのもつ
くりました。限られた予算ですが、これから成長
する分野に注いで、これからの日本経済を支えて
いくような産業として育っていく——そういう流
れをつくっていこうというふうに思っています。
　また、我々は財政を担当していますので、持続
可能な財政ということで、財政健全化の道筋も
つけなければなりません。きょう閣議決定した
のですけど、「中期財政フレーム」という、向こ
う10年間をにらんだ財政運営戦略を策定しまし
た。2010年度末で国と地方を合わせた債務残高
が862兆。ちょっと気が遠くなるような数字な
のですが、その高い山を登ってコツコツと借金を
返していく、そういう計画をつくりました。「日
本は財政規律を守る国なんだ」というメッセージ
を内外に発して、この計画を着実に進めていきた
いと思います。企業の資金繰りもあると思うので
すが、国の資金繰りもなかなか大変なものですか
らね。
田中　一緒だと思うんですよ。企業にも、中小
企業もありますし大手もあって、国というのはい
わば大きな会社だと思うので。ただし、企業は
資金繰りがまずくなれば倒産すればいいんですけ
ど、国は絶対つぶしてはだめではないですか。そ

こは本当に難しいかじ取りを大臣はしておられる
と思うので、大変だと思います。
　我々中小企業や普通の国民、サラリーマンなど
にも負担をお願いしなければいけないことはお願
いしなければいけないでしょう。ただ負担を強い
ても、例えば「10年後にはこんなに明るい世の
中になるよ」というものを明確に示していただけ
たら、みんな頑張ると思うんですよね。ぜひそう
いうことをやっていただけたらと思います。
野田　そういう負担も含めて御理解をいただけ
るということは本当にありがたいことだと思いま
す。歳出の改革は当然やります。無駄遣いを改め
るというのは、我々の政権の一丁目一番地だと思
うんです。
　もう一つは、やはり歳入の面。消費税、法人税、
資産課税、所得課税など、これらを抜本的に見直
していくことは避けて通れないと思っていますの
で、着実にそれを実行していきたいと思います。
　あとはどんどん需要を起こしませんとね。仕事
を生み出さなくてはならないですから。もちろん
内需拡大もありますし、外需を取りにいくことも
必要です。新たな需要を見つけて、そこにお金を
投資して、そこから雇用が生まれるという——よ
く菅総理がおっしゃる「第三の道」という路線を
しっかりとつくり出して、さまざまな分野で仕事
が増えていくようにしたいと思います。
田中　やはりお金というのは回り回るものだと
思っています。ですから、必ずどこかの部門の状
況がよくなれば、それに付随した部門も少しずつ
よくなって、いろいろなところに波及するんです
よね。お金をたんすにしまってしまうのが一番だ
めですよね。最近みんなたんすにしまう傾向があ
るものですから、それがちゃんと世の中を回るよ
うにすれば良い方向に向かうのではないかなと思
いますね。
野田　そうなんですね。菅内閣では「強い経済・
強い財政・強い社会保障」と言っていますが、こ
れは相互に関係があって、それぞれをしっかりさ
せることによって好循環が生まれていくのです
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ね。お金が回る社会をどう実現するか。こういう
ときに財務の担当も大変ですが、中小企業の皆さ
んが頑張っているのと同じだと思います。
　企業の経営と国家経営とは、若干違うかもしれ
ないですが、これはマネジメントの問題だと思い
ます。だからぜひ、夢を持ちながら、従業員を守
り、仕事もちゃんとやるという素晴らしいマネジ
メントをしてこられた田中社長に、学ばせていた
だきたいと思います。偉業ですからね。メダルを
とって、人々に夢を与えるということは。
田中　今回メダルを獲得して初めてそうだった
んだなと思いました。それまでは余りそういうこ
とは考えていなかったんですけど、「すごいこと
をやったんだな」と。
野田　素晴らしいことですよ。日本もこの20
年間ぐらい、閉塞感が漂っていますが、それを早
く打ち払ってみんなが夢を持ってチャレンジでき
るような国にしたいですね。

子や孫たちのために
〜未来の有権者も大切にする政治
田中　私は子供たちに、「お前たちの子のため
に、お前たちも頑張らなければいけないよ」とい
う話をするんですよね。我々の子や孫にはまだま
だ未来があるじゃないですか。だから本当に「頑
張れよ」と言っていかないと。それにそういう子・
孫に明るい将来を残せるような日本という国をつ
くっていってもらいたいですよね。
野田　今は有権者ではない子供たち、あるいは
これから生まれてくる人たちをおもんぱかった政
治ができるかどうか、ですよね。今さえよければ
いいと、バケツの水をざるに流し込むようなもっ
たいないお金の使い方はもう絶対できないわけ
で、限られたお金を使いながらしっかりと未来に
つなげていくための工夫が必要だと思いますね。
　アメリカの第3代大統領でジェファーソンとい
う人物がいるのですが、「子供たちに借金を残す
ようなやり方は詐欺と同じだ」と言っているんで
す。世界中どこの国も借金をしていますけど、余

りにも大がかりな詐欺を続けてきてしまったので
はないかと思います。しっかり財政規律を守って
いくというベクトルに、大きく変えていきたいん
ですね。子供の世代にうずたかく借金の山や環境
負荷だけが残っていくという世の中は残したくな
いですものね。
田中　本当にぜひそうしてほしいです。夢が見
られる社会、将来ですね。
野田　そうですね。あの『三丁目の夕日』で描
かれていた昭和30年ごろ、私も昭和30年ごろに
生まれているので、あの原風景は何となくわかる
んですが、今より貧しかったけれど「きょうより
あしたはよくなっていくだろう」という夢や希望
がありました。今は世界第2位の経済大国と言い
ながらも、「きょうよりあしたがよくなる」とい
うイメージが余りないんですよね。
田中　ないですね。
野田　そこをやはり変えていきたいですね。そ
の意味ではスポーツというのは人に夢を与えます
し…。
田中　そうですね。見ている人、応援している
人にも夢を与えられるという、スポーツのそうい
う面はすごくいいと思うんですよね。
野田　我々もスポーツを大事にしていくという
気持ちはあるんです。スポーツも事業仕分けの対
象になっていますが、意図するところはやはり
徹底した無駄遣いの排除。これはどんな分野にも
あると思います。無駄は省きながら、これから夢
を持ってメダルを目指すようなアスリートたちに
きちっと予算が渡っていくようにする。それをチ
ェックしていこうというのが事業仕分けなんです
ね。これはもしかすると誤解があるかもしれない
ので、ぜひ御理解をいただきたいです。スポーツ
はやはり頑張ってほしいと思っていますから。
田中　わかりました。ちゃんとうちの選手に言
って、仕分けの広告塔にさせます。そうやって本
当に頑張る選手にお金が行くようにしてもらえる
のだったら、それはもうぜひやっていただきたい
ですね。

野田大臣 対談
メダリストを支えた日本の中小企業
田中 洋一郎氏
（ダイチ株式会社	代表取締役社長）


